
活動団体名：特定非営利活動法人循環型社会創造ネットワーク
活動地域 ：八戸地域

活動におけるテーマ・キャッチコピー
脱炭素・循環経済・自然共生の八戸モデル形成

令和3年度 環境で地方を元気にする
地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業

成果報告会 発表資料
活動団体の本事業への関わり
今年度より‟環境整備“に取組む ✓

昨年度から引き続き‟環境整備“に取組む
昨年度までの‟環境整備“を経て、今年度より事業化に取組む
昨年度までの‟環境整備“と‟支援チーム派遣（事業化支援）”を受けて引き続き事業化に取組む
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活動団体紹介



地域循環共生圏を実現することで目指す地域の姿
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・関係者ヒアリングの実施
事業のタネの創出
新たなステークホルダーの必要
メーカー・関係する地元の企業

地域のありたい未来の実現のために今年度取り組んだこと
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・地域プラットフォームをつくるための準備会
地域コンセプトの取りまとめ

・意見出しのためのワークショップの開催
地域コンセプトの考え方を学ぶ



取り組みを通じた地域プラットフォームの変化
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地域循環共生圏の準備会を進めていく中で事業のタネが
形成された。

化石燃料使用量 未利用熱（蓄熱輸送） 化石燃料・CO2の削減× ＝

未利用熱 木質バイオマス バイオマス燃料

石炭由来コークス バイオマス燃料（ﾘｻｲｸﾙｺｰｸｽ） 脱炭素

× ＝

－ ＝

三陸復興国立公園 自然共生 脱炭素 循環経済

新しい地域経済の進展

× × ×

＝

バイオマス燃料（ﾘｻｲｸﾙｺｰｸｽ）製造プロジェクト

未利用熱利用プロジェクト

国立公園内宿舎利用のカーボンニュートラルプロジェクト

地域資源である未利用熱と他の地域資源を活用して、何を行うのか？

※バイオマス燃料（ﾘｻｲｸﾙｺｰｸｽ）：このプロジェクトの中で石炭コークスの代替品としてバイオマス（未利用木）と
廃プラスチックを原料として成形されるコークスのこととします。



取組におけるボトルネックや新たに見えてきた課題
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バイオマス燃料（ﾘｻｲｸﾙｺｰｸｽ）製造プロジェクト
・どの研究機関と共同で開発するのか
・あおもりエコタウン事業で連携していた工場と他企業との連携
・バイオマス燃料大量導入のために、林業・民生部門との
連携・協働

・廃プラスチック・未利用木材の収集システムの構築（協力してく
れる大型スーパーや回収業者を確保）

・コストの問題

未利用熱利用プロジェクト
・熱を効率よく、低コストで提供するシステム
・コストに見合う熱需要先の開拓

国立公園内宿舎利用のカーボンニュートラルプロジェクト
・国立公園の管理と地域で暮らす人々との意見交換の場
・当地域におけるサスティナブルツーリズムとは何かを考える場
・協働することで得られる効果への理解



今後の展望
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・地域の脱炭素・循環経済・自然共生を八戸で達成する
ために、バイオマス燃料（ﾘｻｲｸﾙｺｰｸｽ）・未利用熱活
用・サスティナブルツーリズムの事業化を各ステーク
ホルダーと協議する

・地域プラットフォームの構築に向けた取組
⇒更なるステークホルダーの巻き込み

・事業化に向けた取組
⇒資源ポテンシャル調査・先進地視察


